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　「百貨店」という店名の通り、ワイン
などの飲食物に雑貨、クリーニングと
多様な商品・サービスを提供している。
新軽井沢エリアの発展を見込んだ先々
代が、北軽井沢から現在の場所に拠点
を移したのが1952年。1975年から店
頭に立っている林長男さんは3代目だ。
当時まだ珍しかったワインを、1970年
代から扱い始めたという。「別荘の方が
ゲストと食卓を囲む時のためにと、利
用し始めてくださいました。ボジョレ・
ヌーボーの販売を軽井沢で一番に始め
たのもうちなんです」。販売と平行して、
林さんが選んだワインとそれに合う料
理を味わう「ワインの会」の開催も始

めた。まだ一般的でなかったワインと
食事の楽しみ方を紹介し、交流の場と
しても親しまれた。町内10軒の酒屋
で作る軽井沢リカーマンズクラブ
（KLC）も発足。ワイン「軽井沢美人（製
造元アルプスワイン）」などオリジナル
商品も積極的に開発してきた。林さん
は「お酒の流行も変遷し続けている。
軽井沢の知名度や歴史に甘えることな
く、新しいことを発信し続けたい」と
前向きに語った。

〜お店の履歴書〜

林百貨店

3 代目の林長男さん。 TEL0267-42-2241（林百貨店）

いち早くワインの魅力伝えた老舗

 
　軽井沢発地市庭は11月 3、
4、6日、「秋の大収穫祭」を
開く。きのこなど秋の味覚を
取り入れた鍋の振る舞いや、
新そばの提供、岩手県大槌町
のホタテやサンマの浜焼きを
味わえるコーナーも登場予
定。4日は、子ども向けの交
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　2018年平昌冬季五輪出場を目指
す、男子カーリングチーム「SC軽
井沢クラブ」の選手で、北海道南
富良野町出身の山口剛史さんが9
月 10日、台風10号の大雨で被害
を受けた故郷のため、チャリティ
ーイベントを開いた。軽井沢カー
リング少年団の子どもや、首都圏
の「SC軽井沢クラブ」のファンら
21人が集まりミニカーリング大
会を楽しんだ。
　ニュースや故郷の友人が発信
するSNSなどで、被害の大きさ
を知った山口さんは、イベントを
楽しんでもらい、参加費を支援に
あてる企画を考えた。
　大会はコートの半分を使い、女
性や初心者が投げると2点入る
「ハッピーストーン」を取り入れ

るなど、山口さん発案の変則ルー
ル。8チームにわかれ3試合ずつ行
い、勝ち点で順位を決めた。
　この日の参加費は、軽井沢アイ
スパーク入口に設置した募金箱の
お金と合わせ、南富良野町に義援
金として送る。山口さんは「大勢
の人が来て、協力してくれて嬉し
かった」と話した。

「SC軽井沢クラブ」山口さん、
台風被害の故郷のためチャリティー

秋の味覚を味わう収穫祭

通安全教室、動物とふれ合え
る「ふれあい動物ひろば」も
ある。TEL0267-45-0037 D
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